
提
　
言

　

政
府
で
は
現
在
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
５
年
間
を

対
象
と
す
る
新
た
な
「
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」

と
「
交
通
政
策
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
経
団
連
が
取
り
組
む

Society 5.0

の
実
現
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
お
い

て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
大
胆
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、

従
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
大
き
く
変
革

し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
般
、

中
長
期
的
な
イ
ン
フ
ラ
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
方
を
整
理
し
、
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
。

イ
ン
フ
ラ
政
策
の
基
本
方
針

　

従
来
の
イ
ン
フ
ラ
政
策
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
、

自
然
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

お
よ
び
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
と
い
っ
た
問
題

へ
の
対
応
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
昨
今
で

は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
、
働
き
方
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
容
、
大
規
模
感
染
症
リ
ス
ク
の
顕
在
化
、
経
済
の

停
滞
と
財
政
の
悪
化
と
い
っ
た
変
化
が
見
ら
れ
る
と

と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
経
済
社
会
の

強
靭
化
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
イ
ン

フ
ラ
政
策
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
集
中
と
分
散
の

両
立
、
革
新
的
な
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
・
活
用

促
進
、
魅
力
的
な
投
資
機
会
の
創
出
─
の
３
つ
が
重

要
と
な
る
。
提
言
で
は
、
こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
き
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
施
策
を
以
下
の
よ

う
に
整
理
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
全
体
を
支
え
る
施
策

　

イ
ン
フ
ラ
政
策
全
体
の
中
核
と
な
る
の
が
、
国
土

交
通
省
が
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
公
開
し
て
い
る

「
国
土
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
活
用

で
あ
る
。
特
に
今
後
は
、
い
か
に
デ
ー
タ
を
充
実
さ

せ
て
い
く
か
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
理
・
気

象
デ
ー
タ
、
都
市
・
イ
ン
フ
ラ
デ
ー
タ
、
交
通
・
移

動
デ
ー
タ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
行
政
保
有
デ
ー

タ
の
徹
底
的
な
オ
ー
プ
ン
化
や
、
デ
ー
タ
収
集
に
関

す
る
制
度
整
備
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
行
政
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
推
進
に

向
け
て
、
特
に
政
府
全
体
で
の
デ
ー
タ
の
標
準
化
、
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お
よ
び
「
国
土
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

と
他
分
野
の
デ
ー
タ
基
盤
等
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。

安
全
・
安
心
を
支
え
る
施
策

　

近
年
、
自
然
災
害
の
頻
発
・
激
甚
化
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
は

イ
ン
フ
ラ
政
策
に
お
け
る
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
大
規
模
自
然
災
害
対
策
と
し
て
、
地
域
防
災

計
画
等
の
策
定
に
お
け
る
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
積
極
的
な
活
用
や
、
土
地
利
用
・
建
築
を
含
む
街

づ
く
り
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
推
進
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
交
通
手
段
を
確
保
出
来
る
よ

う
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
多
重
化
な
ど
を
進
め
る
と

の
行
動
の
変
容
を
促
す
こ
と
で
、
ほ
か
の
政
策
領
域

（
地
域
活
性
化
、
医
療
・
福
祉
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
等
）に
お
け
る
目
標
達
成
に
繋
げ
て
い
く
視
点
が

必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
モ
ビ
リ
テ
ィ（
自
動
走

行
車
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
等
）や
新
た
な
交

通
サ
ー
ビ
ス（
Ｍａａ
Ｓ
等
）に
よ
っ
て
移
動
手
段
を

多
様
化
す
べ
く
、
そ
の
社
会
実
装
に
向
け
た
道
路
関

係
法
令
の
見
直
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け
る
対
応

な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

産
業
競
争
力
を
高
め
る
施
策

　

企
業
活
動
を
支
え
、
経
済
成
長
に
資
す
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
も
求
め
ら
れ
る
。
特
に
、
多
様
な
人
々
に
よ

る
「
偶
然
の
出
会
い
」
や
「
リ
ア
ル
な
繋
が
り
」
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
人

と
人
と
が
交
流
す
る
場
と
し
て
の
都
市
空
間
の
魅
力

向
上
は
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

政
府
と
し
て
都
市
再
開
発
や
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
物
流
の
自
動
化
と
省
人
化
、
港

湾
・
空
港
の
機
能
強
化
、
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
の
海
外
展
開
が
重
要
と
な
る
。

　

政
府
の
次
期
計
画
に
お
い
て
は
、
本
提
言
で
指
摘

し
た
よ
う
な
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
施
策
が
多
く
盛
り

込
ま
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
。
経
済
界
と
し

て
も
、
国
や
自
治
体
、
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
け
るSociety 5.0

の
社
会
実
装

を
推
進
し
て
い
く
。

と
も
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
構

築
や
規
制
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

平
時
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
着
実

な
実
施
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
効
率
化
・
高
度
化
に

向
け
て
、
ま
ず
は
自
治
体
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
を
確
立
し
た
う
え
で
、
予
防
保
全
に
対
す
る
国

民
理
解
の
促
進
、
広
域
連
携
や
公
民
連
携
の
推
進
、

な
ら
び
に
デ
ー
タ
・
新
技
術
の
活
用
拡
大
に
向
け
た

規
制
・
慣
習
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

生
活
を
快
適
に
す
る
施
策

　

人
口
減
少
・
過
疎
化
が
進
む
一
方
で
、
人
々
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
一
層
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
生
活
を
快
適
に

す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
政
策
を
考
え
る
時
に
差
し
掛

か
っ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
都
市
に
関
し
て
は
、
そ
の
機
能
を
高
め

る
施
策
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
社
会
実
装
を

実
現
す
べ
く
、
資
金
・
規
制
の
面
で
モ
デ
ル
事
業
を

重
点
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
併

せ
て
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
設
計
や
集
約
エ
リ

ア
の
魅
力
の
向
上
に
よ
っ
て
、
都
市
構
造
を
「
コ
ン

パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
へ
と
誘

導
し
て
い
く
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

　

交
通
に
関
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
受
け
て

一
層
多
様
化
す
る
移
動
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
よ
う
、

移
動
の
選
択
肢
・
自
由
度
を
増
や
し
な
が
ら
、
人
々

図表　３つの基本方針
1 集中と分散の両立
限られた財源の中で効率的にインフラを整備するには

「選択と集中」の視点が不可欠。

過疎地域から拠点となるエリアへの「集中」（集約）と、

東京圏から地方への「分散」の両立を。

2 革新的な技術・サービスの普及・活用促進
新技術・サービスの実証実験・社会実装に向けた規制

改革、スマートシティ等の担当大臣・牽引役省庁の明

確化、収益化手法確立までの経済的支援、人材育成が

必要。

3 魅力的な投資機会の創出
単に公共投資を行うだけでなく、民間投資の拡大を呼

び込めるよう、事業の魅力を高めていく視点が重要。
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